20130505　1部礼拝
最後の過越の祭り（ルカ22:14-20）
　たぶん、連休で実家に戻ったりいろいろな用があって一緒に礼拝ができない兄弟姉妹がいらっしゃると思いますが、その方々にも神様の恵みが今いるところで豊かに与えられるように祈りたいと思います。そして、今日、礼拝に来られました皆さんには、より豊かな神様の恵みがダイレクトに与えられることを祈りたいと思います。それでひとりひとりがクリスチャンとして、神の民として人生に勝利する勝利者になっていただきたいと願います。人生に勝利するということはいろいろな条件があるでしょうが、それは正しい意味での更新にあると思います。更新とは何かというと物事には序論があって本論というものがあります。序論と本論を正しく見極めることができる、そして、本論のタイミングになったときには序論を後にしてしっかり本論に入るようにすること、それを更新と言います。それがしっかりできていないので人生の勝利が遠ざかっていくのではないでしょうか。皆さんはぜひ正しい意味での更新による人生の勝利者になっていただきたいと思います。リハーサルがあれば、そのリハーサルは目的ではありません。本番のための準備なのでいつまでたってもリハーサルばかりでは意味がありません。ある時期が来ますとそのリハーサルには終止符を打って本番に全力で取り組んで行かないといけません。その切り替えのことを更新と言います。そこに本当の輝きがあり人生の勝利があるのではないでしょうか。また影があればその影が露わになる実体というものがあります。それから、スポーツをするときにもゲームに出場するためにしっかりとした準備、訓練というものがあります。でも、トレーニングというものはゲームのためであってトレーニング自体が目的ではないでしょう。それなのにタイミングが来てゲームが始まったのにずっとトレーニングの姿勢でいるとゲームに負けてしまいます。トレーニングは悪くありません。でもトレーニングはトレーニングの目的があります。役割というものがあって本ゲームに備えるものでしょう。ですから、その切り替えがしっかりできること、今までいくつか申し上げましたその前半のものにタイミングが来たときにしっかりと終止符を打ってそれを片づけることによって、後半に申し上げました本番、本ゲームなどに取り組む切り替え、そして、新しいことを始められることを更新と言います。特に私たちの人生の勝利に関わる大切な更新とはいったい何でしょうか。そのことを今日の聖書の箇所をとおしてイエス様は弟子たちに教えていらっしゃいます。
イエス様がもうまもなくこの世に来られた本来の目的である十字架にかけられ血を流され贖いの犠牲のいけにえになる日が迫ってきています。そのときに、その期間がユダヤ人が守っていた過越の祭りの期間でした。その期間の最後の日にイエス様は十字架にかけられ死なれるようになっています。その日にちが迫ってきているときに弟子たちに指示されます。この過越の食事を一緒にするためにしっかり準備をしなさいと言われました。それで弟子たちが言われたとおりにマルコの二階の間のところに集まり過越の食事の準備をしました。そこでイエス様がおっしゃいました。「私がどんなにあなたがたと一緒にこのとき過越の食事をすることを望んでいたことか。本当にこの過越の食事をしたかったのだよ」とおっしゃいました。待ちに待っていたという意味でもあるし、これで最後だという意味もあります。これが過ぎてしまうとあなたがたと一緒に過越の食事をするということはもはやないのだからという意味もあります。そうして過越の食事を一緒にすることになりました。それが他の言葉では最後の晩餐とも言われるのです。そこでイエス様はこのようにおっしゃいました。いろいろなことをおっしゃいましたが「この過越の食事というものはこれからはもうないのです。これで最後です。だから、この最後をあなたがたと一緒にしたかったのだ」とおっしゃいました。最後の過越の食事ということです。もうこれからは二度と過越の食事をすることはありません。つまり、これはもう終わりです。それでイエス様がおっしゃったのです。「これで今までユダヤ人がずっと守り続けてきた過越の祭り、過越の食事はもう終わりです。もう二度とありません。これで最後です。終わりを告げなさい。終止符を打ちなさい。つまり、今まではリハーサルだったのだよ。これからは本番が始まるのでリハーサルは終わりにしなさい。それが知恵であり信仰でありそれがこれからの人生の勝利です」という意味でおっしゃいました。それが最後の過越の食事という意味です。なぜイエス様が過越の食事が今日のこれで最後だと言ったのでしょう。本当に最後になりました。今もイスラエルの人々はこの過越の祭りを守り、過越の食事をしています。彼らは更新していません。だから、本当の神様の祝福とは関係ありません。神様の祝福、人生の本当の勝利は正しい更新にあります。ぜひ更新の意味を理解し、まだ更新していない方々は更新するようにしましょう。賃貸の契約などは更新しないと１、２か月分の延滞金を払えばまた住めるようになるかもしれません。でも、人生の一番大切な更新、これができていないとその人の人生は残念ながら外見、上辺、形がどうなのか関係なく滅びのままの人生です。タイミングというものがあります。それで最後の晩餐と言われているし、最後の過越の食事の意味がなんなのかというと、もう終止符を打って更新し改めて、新しい世界、時代、祝福、本番が始まるのでそちらの方に切り替えて取り組んで入っていきなさい。今までのことにずるずる引きずられないようにということです。真っ黒な影のようなところから光が照らされてきたので光の方に入りなさいということでそれを更新と言います。

これを最後の過越の食事と意味するには、過越の祭りがいったい何なのか、いつから始まったのかということを少しは勉強しないといけないと思います。過越の祭りというものはイスラエルの人が１年間、１度は盛大に守るように記念日にするように指示されていた、定められている行事です。そのときは散らばっていた人でも契約の民と言われているイスラエルの人は皆、エルサレムに集まり神殿を中心にして羊を殺して捧げ盛大に犠牲のいけにえを捧げたり、また家族が集まりパン種の入っていないパンを食べたり、ぶどう酒を飲んだりして、イスラエルの１年間で一番大きな行事の一つです。絶対、守らないといけないと言われていました。その起源がどこなのかというと、実はさかのぼるとアダムとエバのときに人間が神様との契約を破って神様を裏切り神様に罪を犯すようになります。その結果、祝福の存在だった人間が神を失い、神からのすべての祝福を全部奪い取られ、そして、聖書はたましいが全部死んだと言われる状態になりました。神を失ってしまったのです。しかも、それを罪と言いますが、その罪の背後には悪魔、サタンというものの惑わしがありました。結局、人の人生は粉々になり滅びの人生になり滅びる運命に捕らわれて、もっと大きな問題は罪を犯した問題ではなく、その問題が私たち人間の力ではどうにもならない、絶対に解決できない問題なのです。そこで神様が私たち人のことを愛し、そのままほっておかないでその問題を解決し、罪を解決し、滅びの運命の人生から私たちを助け出すために約束をされます。神様以外にできないので、それ以外には希望がありません。救いを約束されました。その神様が罪を犯し堕落してどうにもならない、その結果その問題を抱えて人々は精神的な問題、肉体的な苦しみ、自然災害による災い、様々な問題、不幸を患うしかありませんでした。その根底にはどうにもならない神様に対する罪というものがありました。だから、神様自ら私たちを愛してその問題を解決するために約束したのが女の子孫、つまり、神様が人間となられてすべての問題の元凶である悪魔の頭を踏み砕いて勝利することによって、そのときに蛇にかかとを噛みつかれ血を流す、つまり、罪ある人間の身代わりとなり死んで血を流され苦しめられることによってすべての罪を代りに背負って解決する、そのことによって蛇の頭を踏み砕いてどうにもならない罪に捕らわれて祝福を失い、不幸の運命をたどるしかなかった人間がそこから逃げ出し解放され救い出されて、神様とともにおられるようになる、それをいのちと言います。女の子孫が来られそのようなことをなさると言いましたが、その女の子孫がメシヤ、キリストということです。つまり、メシヤ、キリストが来られると神を離れた私たちがまた神様と一緒になることができるようになさいます。そのためにそれをすべて壊してしまった悪魔の頭を踏み砕いて勝利なさり、私たちの罪の身代わりとなって十字架で血を流され死なれる贖いの御業をキリストはなさいます。その方が来られるとあなたがたは救われます。その方の贖いの犠牲の救いの御業によって罪ある人間は救われると約束し、一方的に神様は契約を結ばれました。そのキリストをあなたがたの救いのために送るよと言われました。これは神様の契約なので、もし守らないと神様が殺されるしかありません。つまり、守れないはずがない、絶対に守られます。そして、これを中心にして地球の歴史を動かすようになります。人は救われないといけません。しかし、その救いの道は神の約束、キリストが来られること以外には道がありません。そして、そのキリストが来られることのためにこの約束を守るためにイスラエルという民族を救いました。あなたがたをとおしてこの約束をまっとうすると。だから、あなたがたはこれから契約の民だと召されました。しかし、契約の民イスラエルが契約をきれいさっぱり全部忘れて投げ出してしまいました。その結果、エジプトの奴隷になりました。契約を忘れてしまうとそういうことになります。そこで神様は彼らがかわいいからではなく、契約を守らないといけないのでエジプトで奴隷のままの状態でいてはいけないので約束の地、カナンに連れて行かなければいけないので、彼らを神の全能なる力を持って、特に最後には羊の血を門柱に塗ることで死の天使がその羊の血が塗られている家は過ぎ越していくことによって生き残った者たちが出エジプトするようになりました。契約のためです。出エジプトというのは契約のためです。それでそのときに羊の血を塗って死の天使が過ぎ越したということを忘れないために、最初からアダムとエバにおっしゃったのですがそれが形になり、１年間の盛大な行事になって必ず守るようにという記念日にしました。忘れないようにするために。そのときから、過越の祭りが始まりました。つまり、出エジプトしたときから、その出エジプトのことを忘れないようにするために過越の祭りを守りなさいとおっしゃいました。それが過越の祭りです。出エジプトはなんでしょう。契約を守りとおす神様、つまり、神様はキリストをとおして人類を救われると約束された契約の救いの神様ですというのが出エジプトです。それを忘れないでください。そして、契約を成し遂げられまっとうして行かれる神様はだれも止められない全能なる力の神様です。必ずこの契約は守りとおせるものということは出エジプトの出来事の意味です。出エジプトを忘れてはいけません。いまだにイスラエルはエジプトの国の奴隷になって、私の民族はそこで解放されたとそればかりを考えています。「十戒」という映画を見るとだいたいそのようなニュアンスのテーマです。昔のチャールトン・ヘストンが主演を務めた映画の内容はキリスト教的ではありません。ユダヤ教的なものなのですが本来の出エジプト記はそうではありません。アダムのときから約束されたキリストが来られること、この約束以外には救いはありません、これを忘れてはいけないという意味です。それでわざと羊の血を門柱に塗ることによって死の天使が過ぎ越す出来事、パフォーマンスも神様は許されました。

それから、あなたがたはこのキリストの契約のために召された民であり、契約のために祝福される契約の民です。キリストのために存在する者だということを忘れてはいけません。これが過越の祭りです。もっと縮めてまとめて申し上げましょう。人はどうにもならない罪を犯してしまいました。ひとりも例外なくすべての人が罪を犯したので滅びるしかありません。実際滅びています。あらゆる問題、悲しみ、悩みと不幸というものは根底にその罪があります。しかし、これは私たちの力ではどうにもなりません。それで神様は約束されました。キリストが来られて贖いの犠牲のいけにえになることによって悪魔の頭を踏み砕いて、キリストによってあなたがたは助かる、救われるというのが契約です。これを忘れてはいけないというのが出エジプトです。つまり、過越の祭りはキリストによってのみあなたがた人類に希望がある、救いはそこにのみある、絶対忘れてはいけないということです。キリストを見上げなさい。これからメシヤ、キリストが来られるから。特にその救いの方法は身代わりとなって贖い、犠牲のいけにえになられることによって私たちは救われるという意味を教えるのが過越の祭りです。それで日にちをあえて決めて、日々、覚えないといけないのですがしょっちゅう忘れるので国の行事として定めてくださいました。それが過越の祭りです。それで羊を殺してパン種が入っていいないパンを食べたりしていました。その過越の祭り、過越の食事がいよいよ完成の段階に来ていました。それは預言でした。それがイエス様です。「そのキリストが来られる、それにしか救いはない、そこに救いの希望がある」と言われていたものが完成の段階に来て、そのためにキリストが実際に来られました。その方が今日、最後の晩餐を守っていらっしゃるイエス様です。処女マリヤから生まれたイエス様が、そして、今から2000年前にイスラエルのガリラヤの地を歩きながら奇跡を行い、天の御国の福音を語り12名の弟子を集めて訓練していたイエス様、そのイエス様こそが過越の祭り、食事の本番、主人公であるキリストその方だったのです。だから、そのイエス様が実際に来られて、イエス様がこれから十字架にかかるようになるタイミングです。十字架にかけられ犠牲のいけにえにとなられ、この神様の救いの約束すべてを成し遂げられ、よみがえられて天の御座に昇られて座るようになる直前です。ここで過越の食事は最後です。完成したのだから、もはやリハーサルは終わりで要らないという意味です。今まで守ってきた、リハーサルしていた過越の食事は今日で終わりです。なぜでしょうか。本番が始まります。イエス様が過越の小羊となって自ら十字架で血を流され、救いのすべてのことを成し遂げられ、バプテスマのヨハネはイエス様が歩いて行かれるのを見て指差して言いました。「見よ。世の罪を背負って歩く神の小羊よ」と言いました。イエス様が過越の祭り、過越の食事の主人公、主役であり、本番であり、それを完成なさる方です。そういう意味で過越は最後なのです。最後を告げなさい。それでイエス様がおっしゃっているのは、「これはわたしのからだです。わたしの血による契約です」ということです。だから、「わたしによって完成されるものなので、あなたがたはこれを最後にして今まで守ってきた、こだわっていた、気にしていた過越の食事をはじめに今まで守ってきた、すべての伝統行事、イスラエルのすべてがあります。神殿を通じてああだ、こうだいろいろありました。そういったすべてのことにお別れを告げなさい。終止符を打ちなさい。さようならをきちんと言いなさい」それが最後の過越の食事の意味です。だから、過越の食事ではなく、最後の過越、最後の晩餐です。というのは今までのイエス様以前の守ってきたすべてものに告別式を行いなさいという意味です。それが更新をしたことです。終わりを告げて更新し本番に入りなさい。これからは過越の食事を食べてどうにかなるということではありません。そういう時代ではありません。それはもう終わりました。ですから、これからは過越のすべてを完成なさった、十字架にかけられ、よみがえられて生きていらっしゃるまことのキリストであるイエス様を信じることによって救われます。これが最後の過越の意味であり、更新です。過越の羊を殺して羊を食べ、パン種を入れていないパンを食べていた、そこを更新してイエスを信じなさい。これが人生における根本的な更新であり、人生が新しくなる秘密であり。人生の勝利の根本でもあります。ユダヤ人では今でも更新していません。世の中のすべての人もまだ更新などしていません。

人生のまことの根本的な更新というもの、切り替えとは何でしょうか。イエス様を過越の主人公として、その過越を完成なさったキリストとしてイエス様を信じて受け入れることです。それで、最後の過越というものは過越の食事とさようならしなければいけません。それでUターンして何をすればよいのかというと羊の血、肉ではなく、パンではなくキリストである本物の神の小羊であるイエス様の血、からだ、肉を飲み食いしなければいけないのです。そうするためには今までの過越には終わりを告げなさい。最後です。すべてふたをしなさい。すべて忘れなさい。すべて投げ捨てなさい。足をそこから出しなさい。イエスを見上げなさい。イエスを信じなさい。イエス様の十字架で流された血を飲みなさい。イエス様が十字架で引き裂かれた肉を食べなさい。それが更新です。今までイスラエルの人は1年に1度はものすごい思いで遠く離れていても近くの人でも皆、神殿の方に集まります。だから、エルサレムも混雑して今の渋滞どころではありません。ものすごく騒いでいます。そわそわしています。それはもう終わりです。それはいりません。これからはイエスが十字架で血を流されて約束をすべて完成なさり、すべてを完了したと死なれるのですから。イエス様こそまことの小羊なので、それを説明するために今まで過越の祭りがあっただけでリハーサルです。イエスが来られて十字架にかけられた以上、それはもう終わりです。本番が見えないようにリハーサルが力をつけるとそれはおかしいのです。さようならしなさい。お別れしなさい。終わりを告げなさい。終止符を打ちなさい。それでイエス様を見上げ、一点に絞ってイエス様の血、肉を食べる、つまり、イエス様を生きておられるキリストとして信じて心に受け入れることを邪魔するものはすべてカットして投げ捨てなさい。これを更新と言います。良かったのか悪かったのか関係ありません。私たちが見上げるべきものはイエス・キリストしかありません。それで、更新というものはそのようにイエス様を信じて受け入れるときに、イエス様が過越の完成なので、今までの過越、全部まとめて片づけ処理される主人公なので。そのイエスを信じるだけで過越の祭りをとおして預言されていたすべての祝福がその人に成就するようになります。つまり、エジプトから解放されたように、エジプトどころではありません。地獄の運命、永遠の滅びの人生から、永遠の罪の裁きから永遠に解放されるように過越があなたに成就します。過越の食事などはもういりません。イエスさまを信じなさい。そうすると、あなたは死からいのちに移るようになります。それから、その過越の祭りを飲み食いしたようにイエスさまを信じ受け入れることは、その過越をとおして象徴され預言されていたように失っていた遠く離れて絶対に会えなくなっていたまことの神様、いのちの基、祝福の基であられる神様、三位一体の聖なる唯一の神様があなたの中に入って住み着くようになり、永遠にあなたを住まいにしてともにおられるようになる。イエスさまを信じるとそのようになります。それが過越の祭りが成就することです。
それから、そうなるともうひとつだけイエス様を信じて受け入れること、これが更新です。今までの過越の食事を全部終わりにして、イエス様を信じて受け入れるとあなたがたの能力、人格、力と関係なく信仰さえ持っていれば、あなたの行く所々、いるところに目に見えない暗やみの力が砕かれてイエスのいのちの光がそこに照らされるようになる、それが過越の祭りの祝福であり、それが成就します。いつでしょうか。イエス様が来られた以上、イエス様を信じることが更新です。もう本番が始まったのにいまだにリハーサルばかりしている人はステージに立つことができません。人生の勝利のステージを用意して神様は私たちを召していらっしゃるのに、残念ながら「イエス様は信じます」と言いながらもその方は分かっていません。皆さんはイエス様を信じていらっしゃるのでしょうか。本当に唯一の救い主、希望の光として信じて受け入れていらっしゃるのでしょうか。そうならば過越の祝福はそれが全部イエス様によって完成されていて、それが皆さんに成就しています。覚えていてください。他に何もいりません。なにも条件などありません。イエス様を信じることです。いつも申しあげているように神様が望まれること、私たちの人生の勝利、更新というものはあれもこれも私たちが気になって私たちを引っ張るようなものがあってはそれでは更新できません。いけません。これかあれかという疑問の中ではすべてが真っ暗の中に全部入り込んでいて、ピンポイントとして光は一個しかありません。イエスです。完成なさいました。もうリハーサルは終わりました。ですから、今まで気にしていたもの、真っ暗な中に入り込んでいるので見えません。一つしかありません。イエス様、あなたしかいません。あなただけです。あなたしか救いの道はありません。イエス様を信じて受け入れます。知識も関係ありません。信仰の経歴なども関係ありません。財産の有無も関係ありません。人格的に優れているかどうか、性格が良いか悪いか一切、関係ありません。イエスを救い主、約束の主、過越の小羊の実態である、完成なさった主人公として信じて受け入れるだけです。だれでもイエスの御名を信じる者は救われます。そのためにキリストが来られ十字架で過越のすべてをまっとうされ完成なさいました。これからは羊や日にちなどにこだわらなくてもよいように、エルサレムに集まらなくてもよいように、年に1回決まった期間にこだわらなくてもよいように、いつでもどんなときでもイエスを信じることさえあれば、その人の人生は変わります。過越に最後を告げなさい。
それから、今少し申し上げましたように、過越の食事にお別れをしなさいというのは、今まではユダヤ人だけでした。イスラエル人になって異邦人の場合はイスラエル人と一緒に割礼を受けてイスラエルの人に帰化しないといけません。それに限られていました。それに終わりを告げなさい。それは終わりました。イエス様が過越を完成なさったので、これからはイスラエルだけではありません。だれでもどんな人でもすべての人類に向かってオープンするようになるというのが最後の過越の意味です。今までの過越はもう終わりました。これからはエルサレムから地の果てに至るまで、この完成された過越、この祝福が成就していく、だれでもイエスを信じる者は完成なさった過越の祝福が全部その人に成就するようになります。イスラエルだけではありません。そういう意味です。

それから、もうひとつは神殿の中にエルサレムに集まってでないとだめでした。けれども、それに最後を告げなさいと言うのは、これからはいつでもどんなところでもイエスを信じれば、イエスの御名を呼べば過越の祝福がそのまま実体として現れるということです。そういう意味でイエス様は弟子達と最後の晩餐を守りました。これで過越は終わりです。リハーサルは終わりです。これからは今までのことは全部なくなり、イエスを中心にしてイエスを信じること、そして、イスラエルではなくて全人類に向かって、また神殿ではなくて、いつでもどんなときでもどんなところでもイエスの御名を呼べば神の国が臨まれると告げられました。なんと素晴らしいのでしょうか。それで人生の更新、一番大切な根本的な更新というものはリハーサルに終止符を打って、それにさようならをしてお別れを告げ本番に入ることです。イエス様を信じることです。そして、そのイエス様を信じる祝福を味わうことです。どこででしょうか。いつでもどんなところでもです。残念ながら世の中の人は知りません。ユダヤ人はこれをまだわかっていません。残念なのはイエス様を救い主として告白している私たちもまだまだリハーサルに捕らわれています。ぜひ、最後の過越というタイトルをしっかり握ってリハーサルにお別れを告げていただきたいと思います。それで更新しましょう。この最後の過越、つまり、リハーサルにお別れを告げなさいと言うメッセージをとおして私たちは心からこのように祈らないといけないと思います。自分自身にとってイエスさま以前のすべてに終わりを、終止符を打ちましょう。お別れを告げましょう。イエス様以前に私たちにはいろいろな理論がありました。いろいろな経験があったかもしれません。良いこと悪いこといっぱいあったでしょう。ある人は心の傷などを負っているかもしれません。イエス様以前に伝統もありました。学校の教育もあったかもしれません。それがまったくいらないという意味ではありませんが、皆さん、人生を更新しましょう。適当に教会に通うのはものすごくもったいないことです。人生が丸ごと変えられて新しい輝く人生を進むようになる祝福なのに適当に更新しないままでいると、いつも大家から「いつ。払うのですか。いつするのですか」と言われる感じです。だから、教会に通いながらも本当の意味で根本の方から更新していないと、リハーサルにも一足、本番にも一足の場合にはサタンからしょっちゅうやられて、神様からも「いつ更新するの。いつしっかりするの」と両方からやられっぱなしになります。だから、その人の姿を見ると人生全体が顔色もなんとなくぐじゃぐじゃになってしまいます。捨てられて通りかかる人に踏みつけられると言われているように、いつも申しあげていますが顔に靴跡がいつもついているような状態になります。そこをすっきり全部変えましょう。切り替えないといけません。なにが皆さん気になるのでしょうか。なにが皆さんの思いと考え方、脳の精神の状態の中で、皆さんの信仰の状態をなにが引っ張って影響を与え、なにが力を発揮しているのでしょうか。そういったすべてはリハーサルです。もう一度言います。今まで皆さんに過越の食事ではなかったでしょうが、イエス以前にあったものは全部リハーサルです。全部、イエスに向けられるためにあったものでリハーサルです。それが良いことでも、傷でも、大変なことでも、うれしいことでも関係ありません。ですから、そういったすべてにいちいちこだわって、それがこうだ、ああだと気にしないで真っ暗な中に入れてください。真っ暗は皆同じです。すべてリハーサルで消えていくべき役割であれば、それが明るみに出てしまえばよいこと、悪いこと、大きい小さい、ブス、ハンサム、いろいろあるでしょうがそうではありません。そのすべてはキリスト、イエスを発見してそこに向けられるためのリハーサルです。その役割だけを残して全部真っ暗な袋の中に入れてください。気にしないように。どうでもいいようなものです。イエス様を見上げること、一直線にイエス様に向けられることに邪魔をするようなもの、条件、要素として皆さんの心に残してはいけません。せっかく神様の恵みによって召されたのに、それに引きずられることによって祝福が目に見える形に現れません。個人、個人いろいろあるでしょう。それがときに無意識の中に入り込んで影響も与えるでしょう。それは仕方がないのですが、心の根本からもうそれは終わりなのだ。関係ない。もう終わったとお別れを告げましょう。あまり仲良く親しくしないでお別れしましょう。恋愛もだめなときには早く別れを告げないでいつまでもしつこくすると嫌われます。人生もものすごくみっともなくなります。きっぱりと告げましょう。しかも、人生の根本的な更新というものは言うまでもありません。よりきれいさっぱり、一刀両断みたいに切り替えましょう。
もう一度言います。アクサダイレクト生命保険のようにギラリ、ガラリと更新しましょう。それは記憶に残っているでしょう。いろいろな性格にも今影響を与えているかもしれません。関係ありません。皆さんが今の最後の過越のメッセージが分かってぎゅっと握っていれば、イエス以前のもの。イエス様をしっかり一直線に見ることができないように邪魔するものは、それがどんなことであれとにかく理由がありません。目に見えるものか見えないものか、良いか悪いか関係ありません。全部ひっくるめて真っ暗の中に閉じ込めるのです。まるでお墓の中にイエス様が入ってよみがえられたようにお墓の中に全部閉じこめましょう。それが傷であれなにであれどうであれ、成績が悪かった、兄弟から無視された、親から愛情が注がれたことがないとか、全部閉じこめて終わりにしましょう。「だから、人生はこうやって生きていくべきなのだ。私にはこれが大切なのだ。私の宝はこれだ」と思っていたすべてを全部ひっくるめて真っ暗な袋の中に閉じ込めましょう。さようなら。お別れを告げましょう。なぜそんなに未練タラタラなのでしょうか。最後にしてこそ新しいものが見えるはずなのに未練タラタラしているのです。だから、人生の勝利がなかなか見えてきません。他に理由があるわけではありません。皆さんが素質がないから、元々、人間的にだめだというのは全部でたらめで嘘です。皆さんは最高で素敵な方です。ただ過去に、リハーサルに捕らわれている限りはステージに立てません。本番のステージに立てません。だから、さようならを告げましょう。心に憎しみがあるでしょうか。なにか心残りがあるのでしょうか。全部嘘です。親がこうだった、友達がこうだった、昔はこうだった、日本人は、韓国の人はこうすべきだ、伝統はこうだ。全部ひっくるめてイエスを見ることができないようにするものは全部リハーサルです。リハーサルから手を洗いましょう。足を抜きましょう。本番に入りましょう。それでイエス様にすべての視線を集中して、イエス様を救い主として受け入れていただきたいと思います。教会に通うからイエス様を信じたとは限りません。個人、個人、このようにさようならを告げて「ああ、そうだったのか。今までの人生、本当はこのキリストであるイエス様を知らないでいたので、自分なりに生きて来たけれどそれで失敗だったのだね」と気づき終わりにしましょう。イエス様を信じ受け入れます。「ダビデの子、イエス様。私をあわれんでください。イエス様を救い主として信じて受け入れます」その瞬間、人生は死からいのちに移って、人生の根本が更新されます。悪魔の子どもと言われている者が神の子どもに戸籍、身分が更新されます。しかもそれは何回も更新が必要な家賃のようなものではありません。家賃もそのような事がなければよいと思いますが。1回イエス様を受け入れることによって、人生が根本から更新されると死からいのちに移って永遠にその祝福の状態は続くようになります。その更新から本当の人生は始まるようになります。
それから、イエス様を本当にそういう意味で受け入れた方々は覚えていてください。先ほど申し上げたように完成された過越の食事、実際に十字架で完成された過越の祝福が全部、自分のものに成就します。だから、「これはあなたがたのためのわたしのからだなのだ。これを食べなさい」とおっしゃったでしょう。自分のものです。イエス様を受け入れた者は過越の祭りの祝福ではなく、それが全部完成し完璧な祝福となって、それがしかも今私に届いて私のものだということに確信をもって喜んでください。つまり、救いの揺れることのない確信をもって、自分は古き人生は終わり新しい人生に変えられ、私はもう不幸と滅びの人生は終わり、悲しみの人生は終わり祝福の人生に変えられたことに対してこれっぽっちも疑わないで確信を持っていてください。なぜでしょうか。過越の完成の主人公であるイエス・キリストを受け入れたのですから、それが成就しました。それでそれを飲み食いしなさいとおっしゃっているのです。あなたのものです。今の私たちの言葉で申し上げると、皆さんなにがあってもなくても、無条件、聖餐の告白を大優先にして生きていく生き方をしないといけません。それは祝福です。聖餐の告白は過越が終わってイエス様を信じることによって私を変えられましたイエスを中心にして、過越は終わったということを記念することなのです。イエス様の血、からだを飲み食いするという記念です。私のものだという確信を持ってください。条件は一つだけです。イエス様を信じて受け入れたので。
それで、その救いの確信を持っている者はとにかく聖餐の告白を大優先にして、つまずかないで、思い煩わないで、喧嘩しないで、それが良い悪いではなく、この祝福を喜んで味わう方向に、祈る方向に自分を追い込んでもっていくようにしてください。そうすると、奇跡が現れます。皆さんの中にイエス様が一緒にいらっしゃるのですから。ですから、これから過越の祭りが終わったというのはイエス・キリストを受け入れることによって、皆さんの人生の歩み、生活の現場において具体的にイエス様がなさったことと同じことが行われて現れることを信じて期待して、それを祈ってみてください。それが過越の祝福が成就したということです。つまり、皆さんをとおして他の人も人生の根本から更新される祝福がこれからは展開されるようになるということです。皆さんにそれが成就しているわけですから必ずそうなります。それがイエス様が私たちのためになさったことで、それを私たちをとおしてそっくりそのままなさいます。それで、私たちがやっているように見えても本当に分かって見ると、周りから見て「イエス様があなたのバックにいるように見えるよ」と言われることになります。なぜでしょうか。過越が完成され私のそれが成就したからです。イエス様の血とからだを飲み食いしたものですから。イエス様と一体化されていることを覚えていてください。それが過越に終わりを告げなさいという意味です。過越は終わりました。過去はもう終わりました。今はイエスを中心にしてすべてを新しく始めて、そこから新しい本当の祝福の自分を発見するようにしてください。そうするとイエス様と一体化されていることがわかって、自分をとおしてイエス様がなさっていたことそっくりそのままなされます。つまり、人のたましいを生かし、人の人生を根本から更新させることが皆さんの人生の歩みをとおしてそのまま行われるようになるということです。そのために神様は皆さんの職業、仕事、頭、知恵、勉強、健康、すべてに祝福を加えて与えられるとおっしゃっています。それを成功と言います。成功は目的でもなんでもありません。この神の願い、他の人も人生根本から死からいのちに移るということのために私たちは世に遣わされるようになります。それが過越の意味です。イエス様はそのために来られたのですから。今もイエス様は救われた私たちをとおしてそれをなさっています。そのために神様はあらゆる部分を祝福されます。この順番をよく覚えていてください。本当に成功したいのでしょうか。伝道を中心に切り替えてください。

それで、皆さんは本当にリハーサルに終わりを告げ、お別れを告げて、それに捕らわれないようにしましょう。お別れを告げることが目的ではありません。更新するために、イエスを中心に新しくスタートします。その中にある新しい祝福の自分と、その中にある新しい人生の目的と神の新しい祝福と力などが全部イエスの中にあるので、それをイエスの中に入って掘り出し豊かに味わってみてください。勝利はもう決まっています。ただそこに集中できないようにリハーサルのようなものが、序論のようなものが私たちを引っ張るのです。全部カットしてください。

もう一度言います。真っ黒な袋に全部閉じこめてください。さようなら。昔の傷にも「おまえとはもうさようなら。イエスが来られたからお別れだよ。もう二度と来ないで。二度とあなたの顔など見たくはないよ。終わりだよ」だから、さようならはしっかりやらないといけません。中途半端にさようならをするとまた来ます。恋愛もそうでしょう。特に女性の場合は男性というのはそのような存在ですから、女性は本当は100％嫌なのに相手に配慮して柔らかい言葉を言います。男性はそれを真に受けて「まだ未練があるかな」と思ってまたしつこく来ます。だから、女性は嫌な時には100％、向こうがびっくりするほどきっぱりとしないと男をもてあそぶようなことになってしまいます。そうしないように。男も同じでしょう。どうせお別れするのならきっぱり別れましょう。それはそれでよいのですが、人生の更新というものはしっかりとやりましょう。なにがあったのでしょうか。なにがそんなに大切でしょう。あるいはなにがそんなに嫌な傷ついたものでしょうか。一切、袋に閉じ込めましょう。更新しましょう。イエスを見上げましょう。イエスの中から新しい自分を発見して勝利の人生を歩んでいただきたいと思います。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。今日もイエス様を信じ受け入れました、イエス様の血と肉を飲み食いする過越の完成された祝福がすべて成就している最高の祝福の神の民たちが集まって礼拝を捧げました。どうか今日のメッセージを握ってリハーサルにお別れを告げる勇気を与えてくださり、そして、すべてを袋に閉じ込めてなにものにも振り回されず、影響されないでまっすぐにイエス様を見上げ、イエス様からすべてを始めることができる勝利のクリスチャンになるように祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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